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根本が変わらない限り(士師記3:1-6)
　
いま皆さんがどういう状態で、どのような状況でいようが、神様はイエス・キリストにあって現場灯台として召していらっしゃることを改めて覚えていただきたいと願います。それは、ただ食べていくためにこの世を生きるものではなく、この世に光を放つ尊い理由のために生かされている、また、遣わされているという意味がそこにはあります。そういうことで神様は、聖書を通して現場灯台が知るべきことを知らせようとしていらっしゃるわけです。
今日の聖書の箇所の中に、彼らを試みることによって、しっかり神様の命令に従うのかどうか知るためであるということが記されています。神様が知らないから知るためにそのようなテストをされるわけではありません。それを露わにすることによって、イスラエルを通して人間がどれほど不可能な罪人なのかということを知らせるためなのです。つまり、いまを生きる現場灯台として召されている私たちが、心、中心からそれに気づいて、しっかり分かってほしいということです。それで現場灯台としての役割をまっとうすることができるから…という意味が、そこにはあるわけです。
その神様がおっしゃいましたとおりに、イスラエルを通して、どれほどだめなのかということが明らかになりました。今日読んでいただきました聖書の最後に、彼らは自分たちや神の民であることをすべて投げ出して、結局、カナン人の神々に仕えるようになりました。その歴史がずっと続くようになります。つまり、現場灯台として、神様が知ってほしいということは何かと言いますと、この世の中では教えることができないし、教えようともしないことです。その正反対のことにこだわり、そのことばかり教えるところがこの世というというところです。その中で現場灯台として召されている神の子どもたちに神様は、人はその根本が変わらない限り、まことの変化、まことの希望などはありえないということを明らかにしていらっしゃいます。
もう一度申し上げます。人は、その根本が変わらない限り、まことの希望などは期待できません。世の中ではそういうことが分かっていないので、それでも熱心に頑張れば、努力を積み重ねることによって希望は見えてくるだろうと思っています。しかし、努力は悪くはありませんが、根本が変わらない限り、疲れて重荷を背負う結果につながるようになります。それでも頑張って裕福になれば、豊かになれば、そこに希望はあるのではないかと勘違いしているわけです。しかし、豊かになればなるほど、根本が変わらない限り、それは必ず偶像崇拝につながるようになります。これが歴史です。そして、技術を磨き、知識を積むことによって、発展を遂げていけば希望は見えると思っているのでしょうけれども、どんなに発展しても根本が変わらない限り、その発展をもってまことの神様、創造の神様に真正面から逆らう道具にしてしまうわけです。変わりません。努力しても周りが変わっても、状況が変わっても人間は変わることなどありません。
しかもどれほど希望がないのか、どれほど変わらないのかと言いますと、神様がそのような人を憐れみ、別に選び召されて彼らを祝福したのにもかかわらず、変わることがないのです。イスラエルは、別に偉いから神様に召されたわけではありません。神様の契約をまっとうするために、条件無しでアブラハムを召されて、イスラエルをつくられました。そのように特別な扱いをして神様の祝福を注がれました。その結果が何かというと、エジプトの偶像にたっぷりはまっていくわけです。アブラハムを召されてその家系を祝福したにもかかわらず、結果はそうでした。根本が変わらない限り、神の祝福があったのにもかかわらず、変わることはありません。そこで神様は無条件の愛、恵みをもって、エジプトの奴隷から出エジプトさせました。奇跡中の奇跡なのです。恵み中の恵みなのです。そのような神様の奇跡を見た民族がどこにいるのかと言われるほどの奇跡を見たにもかかわらず、出エジプトの奇跡のあと、金の牛を作って、「これが私たちの神だ」と叫ぶようになります。変わらないのです。根本が変わらない限り、奇跡を見たからといって希望があるわけではありません。その神様はまた憐れみを見せられ、我慢に我慢を重ねて彼らをカナンの約束の地に入れられます。そこでカナンでの勝利を与えるようになりました。カナンで神様の力と神の導きによって勝利を経験しました。

その結果が何かというと、今日お読みしました士師記の時代を迎えるわけです。カナン人の神々に溺れていくようになります。勝利を味わったのにもかかわらず、根本が変わらない限り、人間は変わることはありません。希望などは見られないわけです。人間のその根本が変わらない限り、なにがどう変わっても全く希望は見られない、その恐ろしい根本というのは一体何でしょうか。聖書には、少しも迷わずに、ローマ3：23、すべての人は、罪を犯したので、神からの栄誉を受けることができないとあります。罪を犯すことによって、もう二度と神様に会うことができなくなり、神に敵対する本性を持つようになりました。その結果、人間の根本は、認めたくないでしょうけれども、ヨハネ8：44、あなたがたは、あなたがたの父である悪魔から出たものである。それが根本です。だから、努力をしても周りが変わってもどんなに良いものを与えても、人間は変わることはありません。神様の奇跡を見たのにもかかわらず、人間は変わることなど期待できません。世の中は、こうすれば、ああすれば良くなるだろうと勘違いして、教育に力を入れて、様々なことにチャレンジをしていますが、本当にそうなのでしょうか。歴史がそれを証明しているのではないでしょうか。

その結果、エペソ2：3、生まれながら神の御怒りを受けるべき子らとして、もう滅びることが最初から定めであり運命なのです。それが人間の根本です。それが罪という恐ろしいものなのです。神様がイスラエルを召されて、イスラエルを立てられた理由は、まずはそのような人類を救うための神様の契約を成就させるその道具として召されたこと、それが第一です。しかし、もう一つの理由は、そのイスラエルを召されることによって、人間がどんな存在なのかを勉強しなさいという意味がそこにはあるわけです。罪人、神様を離れているということは、どれほど不可能なことであり、どれほど恐ろしい状態なのかをしっかり勉強しなさい。そのサンプルとしてイスラエルを召されました。今日、見事にそのことが私たちに知らされている場面ではないでしょうか。人間というのは、結局、本能、本性として、神に敵対するものであり、偶像崇拝をせざるをえない根本を抱えている存在なのです。それらを神様に召されて、神の特別扱い、神様の奇跡を経験させることによって、それでもだめなのだということを正しく知らせるためにイスラエルを召されたわけです。それが聖書です。皆さんが、人に対して思っているなにかがあるかもしれませんけれども、そのすべてが勘違いであり偽りだと認めるときに、人生は新しく始まります。
いつになったらその時が来るのでしょうか。人に対しての期待や、逆に期待があるからこそ失望もあるのでしょうが、そういったものから、いつになったら自由になれるのでしょうか。なにを期待して、なににがっかりしているのでしょうか。その結果、結局は人のせいにしたり、その人のなにかが自分の心の傷として残っていたり、また、もがいて暴れるようになるでしょう。なぜかというと、人間に対して勉強不足なのです。神様は、イスラエルを立てて、人間に対して学習をしていらっしゃるということを覚えていてください。

ですから、皆さんの中で、だれかのせいでこうなりましたとか、あるいは、傷を抱えてそこから抜け出すためにもがいているとすれば、考え方、見方を変えなければなりません。それは傷つくための内容ではなく、人間に対して学習する時間だったわけです。人間とは根本的にだめな存在なのです。それにいちいち傷ついて感情がダメージを受けてということは、どうして勝利の人生を歩むことができるでしょうか。誰かが悪いからではありません。人間は元々そういう存在です。どこかの国が悪いからでもありません。元々、世の中、世界というものは、そういうところなのです。それによって傷を受けるようなことは必要ないものです。神様は、イスラエルを通して見事にそれをサンプルにして、人間は根本が変わらない限りどうにもならないのだ。もうもがくことはやめなさい。誰かのせいにすることもやめなさい。ある意味、自分のせいにして、何かの呵責にとらわれていること、それもやめなさいとおっしゃっています。そうするからといって、なにかが変わるのでしょうか。罪を犯したからといって、刑務所に入れられ、その刑を受け償ったからといって、人間が変わると思いますか。表面的な変化があるだけであって、希望ある人生に変わることなどは元からありません。最初からないのです。それなのにクリスチャンの方々が、このことにいまだに気づいていないので、いつまで経っても人が中心なのです。
ですから、人に必要なのは努力でもなくて、発展でもありません。根本が変わることです。しかし、世の中にはその方法はありません。人間の根本が変えられる道はキリストだけです。だから、神様は最初から「自分自身を変えなさい。修行しなさい」という話は、一言もおっしゃったことはありません。女の子孫が生まれて、蛇の頭を踏み砕いて、おまえらの罪のためにかかとに噛みつかれる。そのキリストの契約を与えられました。それしか希望がなかったわけですから。しかも、そのキリストが、身代わりとして死なれること、贖いの恵みの他には人間の根本が変わる方法はありません。そして、感謝なことに、そのキリストが約束通り、この世に来られて、その人の根本を変えられるすべての約束を成就されました。ヨハネ19：30、イエス・キリストが十字架にかけられて、犠牲のいけにえとなることによって、すべてを完了したと宣言されます。その他には、人が変わる方法、道はありません。つまり、その他には、希望ある人生に変えられる方法などは、まったくございません。このキリストだけなので、キリストがすべてを完了されたわけなので、ヨハネ5：24「まことに、まことに、あなたがたに告げます。わたしのことばを聞いて、わたしを遣わした方を信じる者は、永遠のいのちを持ち、さばきに会うことがなく、死からいのちに移っているのです」で言われているように、根本的に変えられることが、そのときにあるわけです。キリストである唯一の道であるイエス様を信じるときなのです。なにも他には方法がないし、また条件もありません。義人は信仰によって生きるのです。努力でもなく、豊かになることでもなく、発展でもありません。奇跡でもありません。義人は信仰によって生きます。唯一の道、キリスト・イエスを信じる信仰によって、死からいのちに変えられます。イエス様を信じる者は、ローマ8：2にあるように、いのちの御霊の原理によって、死と罪の原理から解放される、これが根本的な変化ということです。イエス様を信じた人に対しては、信者に対しては、その人がどのような過去を歩いてきたのか、いまどのような状態なのか、一切関係なく、Ⅱコリント5：17、古いものは過ぎ去って、見よ、すべてが新しくなりました。新しくなったという言葉はたくさんあります。でも、根本が変えられて新しくなったというのは、イエス・キリストを信じるだけなのです。新しい創造を意味します。

ですから、イエス様を信じるその人は、ローマ8：25にあるように、この世の霊ではなくて、子としてくださる霊を受けた者、神の子どもになる霊を受けた者です。実は、あなたがたは、あなたがたの父である悪魔から出たものと言われているその身分が、神の子どもとして、神様を「アバ、父」と呼ぶことができる存在に根本から変えられるようになります。イエス・キリストを信じることによって。他には変えられる方法などはありません。勘違いから早く抜け出してください。そのことのために、このようにイエス様は約束されました。私がもうひとりの助け主をあなたがたに送る。その助け主、聖霊様が来られたときには、あなたがたの中に、しかもいつまでも永遠にともにおられるようにすると約束されました。ヨハネ14：16の約束どおりに、イエス様を信じるともうひとりの助け主、聖霊様がその信じる人の内側に入って、しかも永遠にともにおられるようになり、そのことによって根本が変えられるようになります。これが人間のまことの変化というものなのです。
それで神様は、そのイエス様を信じて受け入れた人に対して、義と宣言され、合格だ、神様が喜んで受け入れられる存在なのだとおっしゃいます。そこにとどまらないで、栄光を与えられるようになります。神の栄光がキリストに現れた、そのような栄光が豊かに臨まれる存在に根本が変えられたのです。根本から神の御怒りを受けるべき存在だったものが、神様に喜ばれて義と認められ、そして、キリストにのみ現れる、栄光が現れる存在に根本から変えられるようになりました。
どのようにしてでしょうか。唯一の道、イエス・キリストを信じることによって。人が変えられること、違うなにかに期待したり、なにかを頼るようにしたりというようなことは、すべて捨ててください。そういうことはありません。また、キリスト以外の何かに引っかかること、つまずくことなどもやめてください。期待することもやめましょう。キリストの他にはありません。そして、キリストによって根本から十分に永遠に変えられます。これが人に必要なものです。そして、これがこの人類に求められる必要です。ということで、これから士師記を学んでいくようにしますが、士師記の歴史を通して、根本が変わらないと本当に希望などはないのだなということを改めて学ばなければいけません。神の奇跡と特別扱いがあったにもかかわらず、人間は変わらないものなのだと。一体、その恐ろしい根本というものは何なのか。キリスト・イエスオンリーにならないといけません。教育によって人が変わるわけではありません。政治によって、医学によって、人が変わるわけではありません。根本が変わらないと、教育によってすばらしい立派な人間になっても、その立派さをもって神様に積極的に敵対する存在になってしまいます。経済が発展して生活が安定すればするほど、それ自体は悪くありませんが、根本が変わらない限り、それをもって神様を嘲るようになります。人が誠実に真面目にルールに従って、良心に従って、頑張ってものすごく善良な市民になれるかもしれません。しかし、根本が変わらない限り、その善良さをもって神を侮辱する方向に行くしかないのです。それが人間なのです。それをイスラエルを取り上げて神様はサンプルとしていまを生きる私たちに見せていらっしゃるのではないでしょうか。だから、キリストオンリーなのです。そして、神様は、キリストの他には救いの道を与えたことはありません。ですから、キリスト一本、キリスト一つによって、根本からすべてが変えられます。

もう一度申し上げます。キリストの他のなにかに期待をしたり、なにかのせいにしたり、あるいはつまずいたりというようなことは、愚かなことです。それは人間に対して勉強不足なのです。なにも残らずに、なにかもやもやすることなく、いまの状態が良いか悪いかなど一切関係なく、キリストオンリーとしてすっきりした霊的な状態になることを祈りたいと願います。だからこそイエス・キリストを信じて受け入れました信者である皆さんは、根本から新しく造りかえられた希望にあふれる存在だということを疑わずに確信していただきたいと思います。でも、ほとんどのクリスチャンが、いまの状況や自分の弱さなどによって、また、いまの環境が険しいので、このような希望にあふれる喜びをなかなか持てないのではないかと思うのです。それはなぜなのでしょうか。何回も申し上げますが、勉強不足なのです。なにがそんなにひっかかって、なににそんなにこだわるのでしょうか。そんなことは最初から無駄なのです。人間の根本というのは、そのようなこだわり、神経を使うことなどは一切届かない恐ろしい絶望なのです。

ですから、なにもこだわらずにイエス・キリストを信じている一つの理由によって、信者である自分は、根本から新しくなり、だからこそ根本が変わらないから希望がないと同じように、根本が新しくなったとすれば、なにがどうであれ希望の人であり、希望にあふれる存在なのです。永遠に心に刻み込んでください。私はもうすでに、しかも永遠に変えられているものです。だからこそ必ず変わることができます。キリスト・イエスにあって良いことを始められた方が、キリストの日まで完成させます。キリストの背丈まで成長させます。根本が変わっているので耐えられるわけです。皆さんが成長して、本当にキリストに満たされた聖霊充満にあふれる存在になることに対して、希望を持っていてください。必ずそうなりますので。
それにとどまらず、皆さんは他の人を変えることができる現場、この世の中を変えることができる希望にあふれる存在です。それが現場灯台、世の光という言葉が持つ意味です。ですから、希望を持っていてください。希望を確信してください。もうすでに変えられているものです。その根本の変化に基づいて、これから神に用いられることができる、他の人を助けることができるほど、成長して変えられていくということは当たり前なのです。その希望の存在です。

なぜでしょうか。根本が変わっているので、他のなにかにだまされないようにしましょう。皆さんを通して、必ず他の人も変えることができます。皆さんしかありません。ですから、これからこのような神様のみことばを握って、なにがあっても、いつでも、どんな状況の中でも、根本を優先する信仰、そのような習慣を身につけるようにしましょう。皆さんが慣れていないので、あえて歯を食いしばってでもやってみましょう。これは努力とは少しニュアンスが違います。根本を優先する習慣です。自分は死の影の谷を歩いていても、まず根本が聖霊が内住していて、いのちあるものであり、天にある霊的すべての祝福をいただいているものです。それを優先しないといけません。自分はもうすでに幸いなもの、幸せな存在、祝福の者です。これが優先になるようにしましょう。過去の様々な痕跡があり、今現在、弱い自分自身がそこにはいるでしょう。また、大変で暗い現実が目の前にあるかもしれません。その前に、根本を優先にする習慣を持つようにしましょう。なにもなくても朝起きたら、いちばん始まりの時に根本を優先にしてください。そういう人が、様々な現実、いろいろな生活の場面において、霊的な戦いをする信仰、その習慣を持つようになります。肉の戦いではなくて、感情の争いではなくて、霊的な戦いをする習慣、それが聖霊の導きに従うということです。

柳先生が、今回のメッセージの中でも、聖霊の導きはなんなのか、だまされないことだとおっしゃいました。だまされないこととはなんなのか。聖霊は大変なときも、自分が倒れているときでも、聖霊の導きは以前と変わりなくそこにあるわけです。ですから、その聖霊の導きを意識して、だまされないことです。不安、思い煩い、ねたみ、様々な聖霊の導きでないものにだまされないことです。明日死ぬと言われても恐れないように。なぜなら、そんなときも聖霊が導いていらっしゃるからです。自分が全くさまよっているときでも聖霊は導いていらっしゃいます。それを意識することです。これが霊的な戦いです。現実において、サタンが世の流れの方に持っていくのか、あるいは聖霊の導きの方に私たちが行くのか、その霊的な戦いなのです。悪い人間の前で、悪いと傷つくのではなく、悪い人の前でも、いま聖霊が導いていらっしゃるのです。霊的な戦い、すばらしいのではないでしょうか。聖霊が24時間、いつでも導いていらっしゃる存在です。

だから、その習慣を身に着けて、そして、そのために一番大切なのは、神様の力に預かる信仰、その習慣を身に着けることです。それが聖霊充満であり、そのために神様が許しておられ、設けられているのが礼拝です。礼拝に集中して成功することによって、神からの力に預かるようになります。聖霊充満の祝福を味わうようにしましょう。そうすることによって、一人で個人的に根本を優先して、聖霊の内住の祝福を優先に味わうようになり、様々な現実において聖霊の導きに従い、霊的な戦いをするようになるわけです。この3つの信仰を習慣として身につけるようにしていきたいと願います。
なぜかと言いますと、改めて申し上げますが、皆さんは、いま自分で自分のことをどう思っていらっしゃるのかよく分かりませんが、それはほとんど間違いです。イエス・キリストを信じているのであれば、周りから「へー、あれぐらいしかできないの？」と思われる人間でも、キリストの血潮によって根本から新しく造りかえられた存在なので、皆さんは希望にあふれるどころか、希望の他にはありません。希望しかないのです。だから、根本を優先して霊的な戦い、そして、神の力に預かる、これにそのポイントを絞ってこの士師記の教訓が、私たちを逆方向に行かす経験の主人公になることを祈りたいと願います。
（祈り）
恵み深いて天の父なる神様。イスラエルを通して、人間とは罪ある神を離れているということがどれほど恐ろしいのか、その根本を主が示してくださり、イエス・キリストオンリーになり、いまイエス・キリストを信じているここにいらっしゃる兄弟姉妹ひとりひとりが、どのような状態であろうが、根本から新しく造りかえられたことに確信を持って、だからこそどんな状況であろうが、希望の他にはなにもないという信仰を持って、それにぶつけることができるようにひとりひとりを祝福してください。間違っている考え方、見方を主が修正させてください。イエス・キリストの御名によってお祈りいたします。アーメン。
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